
奥津荘本館

指定区分 国登録有形文化財（建造物）

読みかた おくつそうほんかん

所在地 苫田郡鏡野町奥津字湯ノ前

登録年月日 平成30年11月2日

解説

昭和１０年頃建設。奥津温泉中心部にあ
る総二階建ての木造旅館。唐破風(からは
ふ)の玄関上に大屋根の妻面を重ね、一階
全面に並んだ格子や出桁造(だしげたづく
り)の深い軒など立体感のある外観で、温
泉街の歴史的景観の核をなしている。

アクセス方法

車：中国自動車道院庄ＩＣより国道179号北
上　（約30分）
バス：津山駅より中鉄北部バス「奥津温
泉・石越」行「奥津温泉」下車（約60分）

公開状況
外観は常時公開。内部は当館宿泊客及び
温泉利用客のみ公開（※一部非公開）

設備

備考
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せつめい

奥津温泉の中心部にある二階建ての木造
旅館で、昭和１０年（１９３５）頃に建設され
ました。玄関付近は、立体感のある独特な
外観で、温泉街の歴史的景観の中心とな
る建物です。
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